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間間
和と洋の融合が重要

伴
と
の
融
合
リ
フ
ォ
ー
ム
エ
事
も
手
掛

ぷ
研
え
て
い
け
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
。

　
　
　
　
　
　
大
文
字
山
に
ほ
ど
近
い
京

杭
的
な
街
並
都
市
左
京
区
吉
田
神
楽
岡

心
。
奇
抜
・
に
完
成
し
た
銀
鱗
館
（
き

り
で
な
く
、
ん
り
ん
か
ん
）
ギ
ャ
ラ
リ

は
剣
道
場
で
、
そ
の
後
、

法
律
事
務
所
と
な
○
、
今

回
３
度
目
の
改
装
で
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
　
ア
ト
リ
エ
・
Ｕ
建
築
設

計
室
（
大
阪
市
、
上
田
亮

一
代
表
）
が
設
計
を
担
当

し
、
屋
内
空
間
を
高
知
県

産
材
な
ど
自
然
素
材
を
用

い
た
。
「
街
全
体
の
風
景

や
景
観
を
ト
ー
タ
ル
で
考

え
た
。
街
創
り
・
が
大

切
」
　
（
熊
倉
社
長
）
と
述

べ
、
新
た
な
京
の
建
物
造

り
に
参
画
し
な
が
ら
互
い

の
信
頼
関
係
の
う
え
に

　
「
熊
倉
ブ
ラ
ン
ド
」
を
築

き
上
げ
て
い
く
。

リ
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ド
‐
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「
0
7
年
　
遊

り
選
ぶ
外
観

垣
・
プ
フ
ン

限
定
販
売
を

疋
数
5
0
に
逐

一
終
了
し
た

外
観
デ
ザ
イ

紀
サ
ポ
ー
ト

ノ
の
タ
イ
プ

紀
９
プ
ラ
ン

刳
坪
、
そ
れ

岡
・
北
人
○

ノ
を
毎
月
届

Å
を
開
始
。

ほ
5
6
万
７
０

一
・
送
料
込

り
場
合
は
９

円
×
６
回
も

迂
ツ
ー
ル
の

測
社
限
定
で

募
集
す
る
。
詳
細
は
同
社

　
（
電
話
０
３
・
３
２
３
０

新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ｢ﾐﾄﾞﾘｳﾑ｣展開
情報通信のコネクト

屋上緑化事業に参入
・
Ｉ
Ｏ
２
０
、
中
野
氏
）

ま
で
。

　
情
報
通
信
事
業
を
手
掛

け
る
コ
ネ
ク
ト
（
大
阪

木材製品の現状と

未来学ぶセミナー

輸入住宅産業協議会

　
輸
入
住
宅
産
業
協
議
会

は
こ
の
ほ
ど
、
木
材
製
品

の
現
状
と
未
来
を
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
、
「
私
達

は
ど
こ
か
ら
木
材
製
品
を

調
達
し
、
住
宅
に
活
用
し

て
い
く
の
か
」
を
題
材
と

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
輸
入
元
及
び
プ
レ
カ
ッ

ト
工
場
の
視
点
か
ら
、
ポ

う
テ
ッ
ク
・
プ
レ
カ
ッ
ト

事
業
部
事
業
部
長
・
北
大

路
康
信
氏
が
講
演
を
行

い
、
自
社
に
お
け
る
プ
リ

ン
材
か
ら
集
成
材
の
転
換

府
、
小
田
島
龍
一
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
は
、
架
上
緑
化
事
業

に
参
入
、
個
人
・
法
人
向

け
に
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
新
ブ
ラ
ン
ド
「
ミ
ド
リ

ウ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
Ｈ

目
、
ち
よ
だ
プ
ラ
ッ
ト
ホ

トフォーミドリウムが制作したちよだプラッ

ムスクウェアの屋上庭園

Ｉ
ム
ス
ク
ウ

ェ
ア
で
同
事

業
の
全
貌
を

明
ら
か
に
し

た
。
　
ミ
ド
リ
ウ

ム
の
事
業

は
、
簡
頃
・
に

屋
卜
で
庭
が

作
れ
る
「
は

じ
め
て
の
ミ

ド
リ
ウ
ム
キ

ッ
ト
」
　
（
定

価
１
万
３
４

０
０
円
）
を

個
人
向
け
に

を
、
集
成
材
の
利
点
を
含

め
解
説
し
た
。

　
ま
た
、
木
材
業
界
の
現

状
を
第
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ

ッ
ク
と
し
、
外
村
高
騰
の

対
策
と
し
て
、
国
産
材
の

利
用
が
有
効
で
あ
る
と
訴

え
た
。

　
輸
入
商
材
及
び
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
の
視
点
か
ら

は
、
住
友
林
業
木
材
調
達

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
鶴
渾
靖
彦
氏
が
、
同
社

の
活
動
、
歴
史
を
紹
介
し

た
後
、
社
有
休
規
模
と
取

得
す
る
国
産
材
の
利
用
に

つ
い
て
説
明
。

　
同
社
の
製
品
で
あ
る
ス

ー
パ
ー
桧
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

耐
力
面
材
ク
ロ
ス
パ
ネ
ル

に
国
産
材
を

一
利
用
す
る
こ

］
と
で
、
良
質

　
　
品
が
安

こ
討

宍

　
る
こ
と
を
論

　
じ
た
。

　
講
演
終
了

後
、
受
講
者

は
、
両
氏
の

意
見
に
触
発

さ
れ
て
、
今

¨
昌
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乙
夜
の
市
場
に
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吟
燃
特
則

ポ
ラ
テ
ッ
ク
の
工
場
使
用
材
に
つ
い
て
解
説
す
る
北

大
路
氏

販
売
、
法
人
向
け
に
は
薄

屑
緑
化
セ
ダ
ム
な
ど
敷
地

に
対
応
し
た
デ
ザ
イ
ン
、

植
物
な
ど
の
総
合
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
事
業
を
開
始
す

る
。
　
ミ
ド
リ
ウ
ム
は
、
中
国

四
川
省
の
豊
富
な
栄
養
を

含
ん
だ
泥
炭
を
使
用
、
少

量
の
上
で
植
物
が
生
育
す

る
効
果
が
あ
り
、
従
来
の

屋
上
庭
園
に
比
べ
、
薄
い

上
原
（
芝
な
ら
７
惣
∫
、

野
菜
で
1
0
惣
～
）
で
野
菜

や
植
物
が
栽
培
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
、
会
場
と
な
っ
た

ち
よ
だ
プ
う
ッ
ト
ホ
ー
ム

ス
ク
ウ
ェ
ア
も
、
同
事
業

が
利
用
さ
れ
、
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
シ
ェ
ル
ズ
・
山
内
美

陽
子
氏
製
作
の
デ
ザ
イ
ン

ガ
ー
デ
ン
が
公
開
さ
れ
、

受
け
ら
れ

た
。

屋
上
を
緑
化
と
と
も
に
休

憩
場
所
と
し
て
活
用
で
き

る
こ
と
を
示
し
た
。

　
現
在
、
屋
上
緑
化
事
業

は
、
平
成
1
2
年
の
1
9
一
万
平

方
び
か
ら
１
２
０
万
平
方

日
へ
と
1
0
倍
近
い
伸
び
を

示
し
て
お
り
、
東
京
都
の

お
ざ
な
り
緑
化
計
画
と
伴

っ
て
激
増
し
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

小
田
島
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
を
考
え
、
車
庫
の
屋

上
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
家
屋

デ
ッ
ド
ス
ペ
ー
ス
に
、
ミ

ド
リ
ウ
ム
を
使
用
す
る
こ

と
で
自
然
を
増
や
し
、
町

の
緑
化
に
つ
な
け
た
い
、

と
企
業
の
社
会
的
貢
献
を

踏
ま
え
た
経
営
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
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